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新

し

く

な

っ
た

日

本

文

化

の

展

示

-
日
々
の
く
ら
し
を
中
心
に

日
高
　
真
吾

は
じ

め
に

　
国

立
民
族
学
博
物
館
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
か
ら

二
〇

一
五
年
度

の
八
年
間
を
か
け
て
常
設
展
示
に
あ
た
る
本
館
展
示
場
を
新
し

く
更

新
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
世
界
を
取
り
巻
く
現
代

の
様
相
を
鑑
み
な
が
ら
、
展
示
を
新
し
く
構
成
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と

写 真1　 「祭 りと芸 能 」 セ ク シ ョ ン

写 真2　 「日々の くら し」 セ クシ ョン

か
ら
、
民
博
で

は
あ
え

て
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
で
は
な
く
、
新
構
築
と
称
し
て

い
る
。
本
館
展
示
場
全
体

の
地
域
展

示

・
通
文
化
展
示
全
体
を
新
し
く
す

る
こ
の
事
業
は

、
開
館
以
来
、
初
め

て
の
試
み
で
あ

る
。

　
民
博

の
本
館

展

示
場

の
な
か

で

「
日
本

の
文
化

展
示
」

は
、
最
大

の

展
示
場
面
積

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

二

〇

一
二
年
度
か
ら
二
〇
一
三

年
度

の

二
年
度
に
ま
た
が
る
事
業
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
今
回

の
新
構
築
の
結
果
、
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写 真3　 「沖縄地 方の く ら し」 セ ク シ ョ ン

写 真4　 「多み ん ぞ くニ ホ ン」 セ ク シ ョ ン

「
祭
り
と
芸
能
」
(写
真
1
)
、
「
日
々
の

く
ら
し
」
(写
真
2
)、
「沖
縄
地
方

の

く
ら
し
」

(写
真
3
)、
「
多
み
ん
ぞ
く

ニ
ホ

ン
」
(写
真
4
)
の
四

つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
展
示
を
構
成
し
た
。

　
各

セ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
は
、
「
祭
り

と
芸
能
」
セ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
普
段

と
は
趣
を
異
に
す
る

ハ
レ
の
機
会

で

お
こ
な
わ
れ
る
多
様
な
祭
り
や
年
中

行
事
を

テ
ー
マ
と
し
た
。
次
に
「
日
々

の
く
ら
し
」
で

は
、
亜
寒
帯
か
ら
温

帯
、
亜
熱
帯
に

い
た
る
日
本

の
気
候
、

山
地
を
中
心
と
し

つ
つ
、
平
野
や
盆
地
、
峡
谷
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
日
本

の
地
形
に
適
し
た
生
活
様
式

の
多

様
性
を

テ
ー

マ
と
し

た
。

ま
た
、
「
沖
縄
地
方

の
く
ら
し
」

で
は
、
琉
球
王
国
と
し

て
独
立
国
家

の
歴
史
を
も
ち
、
戦
争
を
は
じ
め

と
す
る
歴
史
的
な
転

換
期

を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
周
辺
地
域
の
文
化
を
取
り
込
み
、
独
特
の
文
化
を
形
成
し
て
い
る
沖
縄
文
化

の
様
相
を
テ
ー

マ
と
し
た
。

最
後

の

「多
み
ん
ぞ
く

ニ
ホ
ン
」
で
は
、
近
年
、
特

に
身
近
な
存
在
と
な

っ
た
移
民
に

つ
い
て
、
日
本
社
会

の

一
員
と
し
て
生
き
る

彼
ら

の
文
化
的
な
多
様
化
、
活
性
化
を
テ
ー

マ
と
し
た
。

　
こ

の
な
か
で
、
筆
者
は

「
日
々
の
く
ら
し
」、
「
沖
縄
地
方

の
く
ら
し
」
を
中
心
に
展
示
を
担
当
し
た
。
特
に

「日

々
の
く
ら
し
」

は
、
近
藤
雅
樹
教
授
と
展
示
構
成
を
検
討
し
た
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
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そ

こ
で
、
本
稿

で
は
近
藤
先
生

の
意
見
を
反
映
し

つ
つ
、
展
示
を
構
成
し
た

「
日
々
の
く
ら
し
」
セ
ク
シ
ョ

ン
の
内
容
に

つ
い
て

述
べ

て
み
た

い
。

1
　

以
前
の
日
本
の
文
化
展
示

(第
1
次
日
本
の
文
化
展
示
)
に

つ
い
て

　
最

初
に
今
回
の
新
構
築
で
生
ま
れ
変
わ
る
前

の
日
本

の
文
化
展
示

(以
下
、
第

一
次
日
本
の
文
化
展
示
)
に

つ
い
て
整
理
す
る
。

第

一
次
日
本

の
文
化
展
示
は
、
今
回

の
新
構
築
と
同
様
に
二
年
度
に
わ
た
る
展
示
制
作
で
あ
り
、

一
九
七
八
年
度
と

一
九
七
九
年
度

に
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
は
当
時
、
展
示
制
作
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

・
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
守
屋
毅
に
よ

っ
て
紹
介

さ
れ

て
い
る

〔守
屋

一
九
八
四
〕
。

　

「
日
本

の
文
化
展
示
」
は
、
本
館
展
示
場

の
最
後

に
位
置
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
来
館
者
が
世
界

の
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
民
族
に

つ
い
て
展
示
を
通
し
て
接

し
、
最
後
に
日
本

の
生
活
文
化
と
対
面
す

る
仕
掛
け
と
な

っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
世
界
中
の

諸
民

族
の
文
化
を
見

て
き
た
目
で
、
あ
ら
た
め
て
自
ら
の
生
活
文
化

の
再
発
見
を
促
す
と

い
う
狙

い
が
こ
め
ら

れ
て
い
る

の
だ
。
そ

し
て

こ
の
狙

い
は
、
今
回
の
新
構
築

の
全
体
計
画
に
お

い
て
も
踏
襲

さ
れ
て
い
る
。

　
第

一
次

日
本

の
文
化
展
示

に
つ
い
て
、
守
屋
は
、
「
ハ
レ
」

の
側
面
か
ら

「
祭
り
と
芸
能
」
を
、
「
ケ
」
の
側

面
か
ら
、
「
日
本

の

く
ら

し
」
を
軸

に
し
た
展
示
で
あ

っ
た
と
述

べ
て

い
る

〔守
屋

一
九
八
六
〕
。
こ
こ
で

い
う

「
ハ
レ
」
と
は
、
年
中
行
事

や
人
生
儀

礼
、

さ
ら
に
は
そ
れ
ら
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
芸
能

の
世
界

で
あ

る
。
「
ケ
」
と
は
、
先

ほ
ど

の

「
ハ
レ
」
と

い
う
非
日
常
的
な
時

間
や
空
間
に
対
し
て
、
日
常
生
活

の
諸
相
を
示
す
世
界
で
あ
る
。
非

日
常
の
生
活
空
間
と
日
常

の
生
活
空
間
を

対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、

日
本
文
化

の
様
相
を
示
そ
う
と
試
み
た

こ
の
展
示
は
、
世
界
の
な
か
の
日
本
を
理
解
す

る
上
で
は
完
成
度

の
高

い
展
示
だ

っ
た
と
考

え

る
。
し
か
し
、
こ
の
展
示
空
間
は
、

一
九
九
五
年

一
月
十
七
日

の
阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
き

っ
か
け
に
大
き

な
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ

た
。
阪
神

・
淡
路
大
震
災

の
影
響

で
改
正
さ
れ
た
耐
震
強
度

の
基
準
値
を
満
た
す
た
め
、

一
部

の
壁
面
に
筋
交

い
を
入
れ
る
耐
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震

工
事

が
お
こ
な
わ
れ
、
展
示
の

一
部
を
撤
去
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
と
き

の
工
事
で
は
、
特
に

「
ケ
」

の
側

面
を
示
す
展
示
空
間

へ
の
影
響

が
大
き
か

っ
た

〔近
藤

二
〇
〇
六
〕
。

　
今

回
、
展
示
を
新
し
く
す
る
に
あ
た
り
、
近
藤
先
生
と
日
本

の
文
化
展
示
場

に
何
度
か
足
を
運
び
、
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
際
、
日

本

の
民
族
学
博
物
館
で
あ
る

「日
本
展
示
場
」
が
日
本

の
日
常

の
く
ら
し
全
体
を
示
す

こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
嘆

い

て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
。

2
　
新
し
く
な
っ
た
日
本
の
文
化
展
示
場

(以
下
、
第
二
次
日
本
の
文
化
展
示
)
に
つ
い
て

写真5　 「里の くらし」

写真6　 「海のくらし」

　
今

回
、
「
第

一
次

日
本

の
文
化
展

示
」
を
再
編
、
制
作
す

る
に
あ
た

っ

て
、
「第

一
次
日

本
の
文
化
展
示
」
で

「
ケ
」
と
さ
れ

て
い
た
空
間
は
、
今

回
は

「
日
々
の
く
ら
し
」
と

い
う

セ

ク
シ

ョ
ン
名

の
も
と
、
全
面
的
に
展

示
を
更
新
す
る

こ
と

に
し
た
。
こ
こ

で
は
、
層全
体
性

」
、
「
地
域
性
」
、
「
現

代
性
」
の
三

つ
の
視
点
を
柱
と
し
て

展
示
を
構
成
し
た
。

　
ま
ず
、
「全
体
性
」
に

つ
い
て
は
、

す

で
に
配
置
さ

れ
て
い
る
民
家
模
型
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